
 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は 

① 就職内定・大学合格した先輩に 
 直撃インタビュー (おもて面) 

② 進路希望調査の集計（裏面） 

      をお届けします。 

 京都外国語大学 外国語学部 英米語学科  

 総合型選抜合格 文系 H さん 

 三菱マテリアル(株) 筑波製作所  

採用内定 文系 S さん 

     (株) カネカ         

採用内定 文系 I さん 

 高知工科大学 システム工学群   

総合型選抜合格 理系 N さん 

 

Q1進路を就職と決めたのは、いつごろでしたか？ 

 高校入学当時からです。 

Q2 なぜ、その企業に就職しようと思ったのですか？ 

自分が興味のあることに対し、深く突き詰めたいと思ったからです。 
Q3 就職試験の準備や対策は、いつから何をしていましたか？ 

校内選考のため、まず初回の定期考査から上位を取るように 

していました。そして、３年生から始まる校内選考用就職模試 

も同様に、満点を目標に取り組みました。 

SPI と作文も欠かさず行いました。 

Q4一番苦労したことは何ですか？ 

 自分のやりたいことと合っている企業を探すことです。 

そのために、進路指導室で会社案内のパンフレットを閲覧 

したり、ホームページなどで情報収集を行い、本当に自分が 

やりたいことと合致しているのか、調べました。 

Q5特に頑張ったことは何ですか？ 

  特に面接練習を頑張りました。 

 先生方のご指導により、前回よりもさらに成長できるよう、 

質疑応答に対し反復練習を行いました。さらに、質問内容 

に対し、より幅広く答えられるように、質問の内容を応用する 

ことにより、対応できるように取り組んでいました。 

Q6後輩へ伝えたいことなどを、お願いします。 

  本当に自分がやりたいことを探求し、それに合った企業を選ぶ 

ことが大切だと思います。 

そのためには、日々の努力を怠らず継続することが必要だと 

思います。 

面接練習は、常に緊張感を持ち、SPIは、早い段階から自己 

学習を行い、作文も、自分で模擬課題を設定して行うことが 

重要だと思います。 

 

Q1進路を就職と決めたのは、いつごろでしたか？ 

  高１の初めからです。 

Q2 なぜ、その企業に就職しようと思ったのですか？ 

福利厚生が良く、日本だけでなく世界にも通用する技術を持っており、魅力の多い会社だったからです。 

Q3 就職試験の準備や対策は、いつから何をしていましたか？ 

  高２の夏頃から自分が行きたい会社のことについて深く調べたり、高３になって本格的に面接で話す内容 

や SPI などをやり始めました。 

Q4一番苦労したことは何ですか？ 

    面接練習です。練習から緊張しすぎて受け答えが上手くできず、つまることが多かったです。 

Q5特に頑張ったことは何ですか？ 

就職模試で常に満点を目指し勉強したことと、面接で臨機応変に対応できるように何を聞かれても答え 

られるようにしました。 

Q6後輩へ伝えたいことなどを、お願いします。 

    自分が行きたい企業のことについて情報をたくさん集めたり、勉強や面接も早く準備しておくことが、 

内定をもらえる近道だと思います。 

 

Q1入学試験の準備や対策は、いつから何をしていましたか？ 

9月からです。私自身 8月に急な進路変更をしたため、準備や対策にとりかかるのが遅かったです。ですが、この大学に 

行きたいと決めてからは、面接練習、小論文の練習をたくさんしました。 

☆本当に、面接練習は数をするほど自信がつきました！！ 

Q2一番苦労したことは何ですか？ 

志望理由書、自己推薦書、活動報告書を書いたことです。私が受験したのは上の３つ、約 2,500字を書かないとだめで、 

なかなか書き方もわからず、何度も書き直しをしました。また、書いた内容からも面接で質問されるため、それを想定  

しながら書くのも難しかったです。 

Q3 特に頑張ったことは何ですか？ 

小論文です。何個も過去問題を解いたり、高校でした小論文講座の冊子を振り返りました。でも、今まで課題文型をしたことが 

なかったので、書き方のコツや時間配分の仕方、ポイントなどを国語科の先生に教えていただきながら取り組みました。 

Q4 後輩へ伝えたいことなどを、お願いします。 

・周りの友達が進路を決めて不安で焦ったりすると思うけど、しっかり自分と向き合って決めてください。 

・部活動の成果や資格は受験で活かせると思うので、一生懸命頑張ってください!！      

・たくさんの大学があって、学校によって受験方法が違うので、今のうちから調べてみてください！ 

・私は、受験２ヶ月前から通販を禁止とし“合格”したら買いたいものを買う、とモチベーションを上げていました。 

みなさんも何かモチベーションが上がるものをみつけてみてください。 

Q1 入学試験の準備や対策は、いつから何をしていましたか？ 

高知工科大学システム工学群の総合型選抜の受験は7月上旬に決めました。 

出願書類の志望理由書を８月上旬から１ヶ月ほどかけて先生と相談しながら 

作成しました。筆記試験は、日頃の学習で対応し、面接試験対策は、３週間ぐらい 

毎日詰め込みました。 

Q2一番苦労したことは何ですか？ 
元々人前で話すのが得意ではなかったので、面接練習で特に苦労しました。 

練習中に頭が真っ白になって言葉が出なくなったり、扉の開閉の時点で困惑 

したりすることがあったので、直せるところから１つずつ直していきました。 

Q3特に頑張ったことは何ですか？ 
 志望理由書や面接での文章の準備です。 

日本語をきちんとまとめられていなかったので、先生から指導を受けながら修正 

しました。また、自分のやりたいことは何か、大学でできることは何かを整理しながら 

だったので、文章の準備には長い時間がかかりました。しかし、いい結果につながっ 

たので、とても満足しています。 

Q4後輩へ伝えたいことなどを、お願いします。 

  いろいろな大学を調べておくことだと思います。 

 自分のやりたいことに対して、大学で何ができるかは、大切なことです。私の場合 

は、高知工科大学のシステム工学群に専攻・副専攻制があることを知り、私の 

研究したいことについて幅広い分野を学べることに魅力を感じたので受験を決め 

ました。私は、受験を通して日頃の学習の大切さを実感しました。模試を通して、 

いろんな志望校を知るのも面白いです。 

後輩の皆さんも、理想の実現に向けて頑張ってください。 

 

 

 

 

とても参考になります。しっかり読みましょう！ 

75回生（2年生）の皆さん 

次はアナタ達の番です!! 

準備は進んでいますか？ 

 



１ 卒業後の進路は？ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 希望地は？（どこから通いたいですか？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職先                            職業群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ １で「進学」と答えた人が希望する進学先は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a １で「専門学校・専門職大学に進学」と答えた人が希望する分野は？ 

 

 ｂ １で「大学・短大に進学」と答えた人が希望する分野は？ 

 

３ １で「就職」と答えた人が希望する就職先は？また、職業群は？ 

 

 

・数字に％がついていないデータは、実際の人数です。 
・数字に％がついているデータは、小数点以下が非表示 
になっているので、0％＝0人ではありません。 

・目安として、１％ ≒ 2.4人に相当します。 


